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　以前から『キレる子供』、「キレる若者」という言
葉をよく聞きますが、最近はそのキレるのあとに
中高年、老人という言葉がくることも多いようで、
結局、キレるには歳は関係なさそうです。昔ならカ
ルシウム不足で済まされて、牛乳を飲むことを勧
めていましたが、原因はそんなに単純なことでは
なさそうです。空腹時には低血糖のためにイライ
ラはしますが、それだけではキレることはありま
せん。脳内ホルモンのうち、ドーパミンは快感、ア
ドレナリンは恐怖・驚き、ノルアドレナリンは怒
りを造ると言われています。セロトニンはこれら
のホルモンをコントロールしていると言われてお
り、脳生理学的に言えば、キレる原因は「セロトニ
ン不足」ということなのでしょうが、それだけでは
対処の仕様もありません。
　ヒトの脳には前頭前野という部位があり、ここ
が物事全体を把握して、欲望や感情を抑える働き
をしており、腹が立つことがあっても、ここは冷静
な対応をしよう、というような判断を下すのがこ
の部分に相当します。歳をとってきて脳が萎縮す
ると当然この領域にも機能低下が起こり感情をコ
ントロールできなくなることは容易に想像できま
す。ただし、脳の萎縮が起こっていても、常時キレ
ているわけではありません。おそらく様々な要因
が積み重なって、ちょっとしたことでも引き金と
なってキレてしまう、これは私も含めて誰にでも
起こり得ることだと思います。当然、加齢や空腹の
みならずストレス、睡眠不足や、最近では長時間の
スマートフォン、パソコン操作も要因の一つと言
われています。
　ある有名な博士曰く、かつては生きるために必
要とされた怒りのエネルギーが、現在の便利な生
活ゆえに行き場を失い不発気味である。そこで現
代人は取るに足らないようなことにせっせと怒り
のエネルギーを使うようになったと。テレビでよ

く見るキレる光景は、事故で交通機関に不測の遅
れや運休が発生した時に駅員や職員に詰め寄る中
高年男性の姿です。文句を言ったからと電車が動
く、あるいは飛行機が飛ぶわけもなく、言ってどう
にもならないことは分かっているのにキレてし
まってしつこく抗議をしています。抗議をするこ
とでいずれはストレスが発散されて落ち着くのだ
とは思いますが、抗議を受ける方はたまったもの
ではありません。資料作りで睡眠不足、連日の会
議、そして朝食抜きで大事な商談に出張するため
に駅に来たところ、運休と聞いて“プチッ”と切れ
てしまったのかもしれません。あるインターネッ
ト上でのアンケート調査で、日常生活の何に一番
キレているかを聞いたところ、第 3 位バスが来な
い・動かない、第2位交通渋滞、を押さえて第1位
はなんと、病院の待ち時間が長い、ということだっ
たそうです。絶食で病院に来ているために空腹で、
待てど暮らせど呼び出しがなく、本当に受付がで
きているのかと不安になっているところに、職員
の不用意な一言が、患者さんをキレさせてしまう
のでしょう。当院では、待ち時間短縮に向けてのカ
イゼンを引き続き行ってまいります。という私も
何度か患者さんをキレさせたことがあります。も
う、20年以上前になりますが、ご高齢の“お爺さん”
が意識障害で運ばれてきました。意識が朦朧とし
た？患者さんに、「お爺さん、大丈夫ですか？」と声
を掛けたところ、「お爺さんとはなんじゃ、ワシに
は○○という名前がある、おまけに大丈夫じゃな
いから病院に来たんじゃ！」とキレられてしまい
ました。確かに、最初に「お
名前を教えてください」
と聞けばよかったと後悔
しましたが、このことで
意識はしっかりしてい
ると確認できたことは
幸いでした。副院長（消化器センター消化器・乳腺外科主任部長） 板本 敏行

　大動脈解離は血管の壁が裂ける病気で急性期の症

状は 「胸背部痛」 です。 心臓から出たすぐの上行大

動脈が裂ける Stanford A 型とそれより先の下行大動

脈が裂ける Stanford B 型に分類されます。 A 型は緊

急手術の対象ですが、 B 型は保存的治療が第一選

択です。 近年、 B 型解離は人工血管付きのステント

の進歩によりカテーテルでの治療 (TEAVR) が可能で、

安静 ・ 降圧療法でも病状の悪化や大動脈血管径が

拡大 ( 最大径 40mm が目安 ) する場合は TEAVR を

考慮しています。

　「めまい」 は自分ないし周囲が運動しているように

感じる異常感覚または平衡機能障害と定義されま

す。ぐるぐる回るような回転性、 何となくふらふらする

動揺性、気が遠くなるような失神性が主な症状です。

原因は耳鼻科疾患などの末梢性、 脳血管障害など

の中枢性、 徐脈 ・ 血圧低下に起因した心血管性が

あります。特に中枢性は重症度の高い場合があり、

対症療法で改善しない場合は注意が必要です。
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疾患や症状にご心配の場合は、
かかりつけの先生にご相談の上、

紹介予約をお願いします。
各専門医と連携し、診療いたします。

Stanford B 型大動脈解離

めまいの診療

県病院で安心なお産を！！県病院で安心なお産を！！県病院で安心なお産を！！
　当院は安全で満足のいくマタニティライフが過ごせるよう、高度で質の高い医療を提供します。

当院の医師が行う赤ちゃんの超音波健診は、体の大きさや羊水量だけで
はなく、赤ちゃんの血流や心臓・腎臓など詳しく検査を行っています。

妊娠期の生活や日頃の心配事・分娩についてのお話を、助産師が外来
で個別に相談にのっています。定期相談としてお産までに 2 回行っていますが、随時対応し
ています。

母親学級（第 1課程、第２課程の計２回）では妊娠中の生活やお産について、助
産師がお話します。また、パパママスクールにはご主人も参加していただき、お産の心構えや
過ごし方についてお話しています。

妊婦健診

マタニティ相談 （無料）

各種教室

当院では母子同室で、お母さん一人ひとりに寄り添って 24 時間体制で母乳のケアを
行っています。産科病棟とＮＩＣＵ（新生児集中治療室）は同じフロアにあり、新生児科

医師が毎日赤ちゃんの診察を行い、健康状態をしっかりチェックしています。その他、赤
ちゃんの健康について、当院の小児感覚器科、小児外科など多くの科と連携しています。

自然分娩・ハイリスク分娩、すべての分娩に対応しています。陣痛室ではご家族でゆっ
くり過ごすことが可能で、正期産で経膣分娩の方を対象に、ご主人の立会い出産を行って

います。（立会い出産希望の方は、パパママスクール、母親学級のご夫婦での受講が必要で
す。）また、緊急時には手術室で、お母さんと赤ちゃんの命を最優先に帝王切開を行います。手術室
には、産科医師だけでなく新生児科医師が必ず立会い、生まれた赤ちゃんをすぐに診察します。

退院後も楽しく育児をしていただくために母乳外来を設けています。母乳外来では助産
師が乳房マッサージ・授乳のお手伝い・赤ちゃんの体重測定などを行っています。また、

生後 1～ 6か月の赤ちゃんと、そのお母さん・お父さんを対象として、ベビーマッサージ
クラスを開催しており、肌の触れ合いを通して心豊かに育つための土台を培っています。

当院には
助産師 27名が所属しています。そのうち 11名がアドバンス助産師です。（県内最多数）
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